
消防団特別点検
冬場の火災にご注意を

広報取材で撮影した写真をさしあげます。
（ご本人が写っているもの。お一人様１枚）　問　秘書課：内線2013

　11月３日、埼玉県消防学校で、「消防団特別点検」を実施しま
した。
　冬場の火災多発期に向けて常に万全を期せるよう、消防団の職
務遂行に必要な人員・姿勢・服装等の検査、機械器具の取り扱い
を点検しました。
　消防団は、災害時の出動以外にも、火災予防広報、各地域の防
災訓練への協力などの活動を行っています。
　１月12日㈰は、消防団の仕事始めとなる出初式が開催されます
ので、ぜひご覧ください。

美術・芸術の輪を広げよう　埼玉ビエンナーレin鴻巣

▲素早い身のこなしで
　操法訓練を行う消防団員

▲服装・規律点検の様子

　11月１～４日、市民活動センターで、
「埼玉ビエンナーレin鴻巣」が開催されま
した。
　県内の芸術・文化の活性化を目的に、
本市在住の日本画家・羽柴正和さんの絵
画を展示するとともに、「若手育成プロ
ジェクト」から募った新世代の芸術家た
ちの作品が展示されました。

　11月８日、コスモスアリーナふきあげで、
「プロから学ぶラジオ体操講習会」を開催し
ました。
　参加した280人の皆さんは、NHKテレビ・
ラジオ体操に出演するプロの講師から、正し
いラジオ体操を学びながら、気持ちの良い汗
を流しました。

プロから学んで健康長寿
プロから学ぶラジオ体操講習会
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秋を楽しむイベントが盛りだくさん

　1919年11月15日、日本初のオリンピック選手
である金

かな

栗
くり

四
し

三
そう

さんは、鴻巣駅で乗車した列車
内で箱根駅伝の構想を語り合いました。
　1920年に第１回が開催されて以降、今に続く
箱根駅伝のきっかけのひとつが鴻巣駅にあるこ
とは、とても感慨深いものです。

　吹上地区町内会連絡協議会より、日本赤十字社
への台風19号の義援金977,900円をお預かりしま

した。
　この義援金は、吹上
地域の町内会の皆さん
から頂いたもので、台
風19号の被災者のため
に活用されます。
　被災地の一日も早い
復興をお祈りします。

　11月は秋晴れが続き、さまざまなイベントに多くの皆さんが来場しました。その一部を紹介します。

全国の台風19号被災者のために 箱根駅伝構想から100年

模擬店で工作を

▲

楽しむ子どもたち　

▲カローリングなど
のニュースポーツ
を体験

　ステージショーや模擬店・フリーマーケット、
物産の直売のほか、ミニSLやふれあい動物コー
ナーなど、多くの家族連れで賑わいました。（来
場者＝約13,000人）

　農産物の品評会・即売会や表彰、商工業品展示販売な
どが行われました。市内外に本市の産業を広く周知する
ことで、市内の農・商・工業の活性化を期待しています。
（来場者＝約18,000人）

　医師・歯科医師・薬剤師・管理栄養士による健
康相談、食生活改善推進員協議会による食育コー
ナー、ニュースポーツ体験コーナーなど、食と運
動と心のバランスについてのさまざまなブースが
設けられました。（来場者＝6,641人）

かわさとフェスティバル2019
（11月10日、川里中央公園）

産　業　祭
（11月16日・17日、総合体育館）

健康まつり
（11月10日、クレアこうのす）
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